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古代ローマの政策において、権力者からの無償の食糧提供と娯楽提供は市民からの人気

を得る手段として有効なものであった。しかし詩人ユウェナリスは「諷刺詩集」において、

食料と娯楽の提供を「パンとサーカス」と揶揄し、それによってローマ市民が政治的盲目に

置かれており、当時強大であったローマ帝国が衰退していくであろうということを暗示し

た。古代ローマでは娯楽が発達していなかったことから、特にコロッセウムでの剣闘士競技

はローマ市民の間で絶大な人気を誇った。一方で我々の生きる現代では娯楽が数多く発達

している。その中でも古代ローマの剣闘士競技のようにスポーツ観戦が現代を生きる我々

の間で人気を博している。趣味が多様化してもなお、スポーツ観戦が人気を集めている理由

として、観戦者の競技者に対する帰属意識、商品化されたスポーツ、観戦者同士や観戦者と

競技者との興奮の共有が挙げられる。それらの理由で人気を集めているスポーツ観戦には、

今後、スポーツ観戦がさらに発展していく上での問題点も存在する。特にスポーツが嫌いな

人を取り込んでいくための工夫を施していくことで、我々がスポーツ観戦をする理由を増

やし、娯楽として我々の生活に欠かせない存在として発展していくことができる。 
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